
（別紙３）

～ R7　年　２月　２８日

（対象者数） 12 （回答者数）
9

～ R7　年　２月　２８日

（対象者数） 14 （回答者数）
14

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・個別支援計画において実効性のある内容の立案

や支援を実行するスタッフの更なるスキルアップ

に取り組んでいく。

・意思疎通を図る為のコミュニケーションツール

の選択肢を増やし、利用者様自身が意思決定でき

るよう支援していく。

2

・利用者様ご本人やご家族の目標やニーズを明確

化し、支援プログラムの一層の充実を図る。

3

・ご家族様との積極的なコミュニケーションを継

続し、情報共有と情緒的サポートに尽力する。

・職員と保護者様の関係構築以外にも、保護者様

同士を繋ぐコミュニティの充実に力を入れる。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

感染症対策に力を入れつつ、地域イベントへの参

加や開催を経て地域の大人や子供たちとの交流の

機会を作っていく。

2

物理的構造化を行い、基本的なお預かり場所を区

切ることで安全を確保する。

3

・業務改善を行い、時間を有効に使うことで評価

、記録する時間を取れるようにする。

・定期的な研修を通して看護師、保育士、リハビ

リ職などすべてのスタッフがアセスメントできる

知識・技術を身に付ける。

地域に開かれた活動を行い、地域との関わりの機会

を増やす。

一時期の感染症の拡大が影響し、それから現在に至

るまで地域との関わりが疎遠になっている現状があ

る。

利用者様の成長に伴い、これまで以上に広いスペー

スの確保が必要である。

長期休暇中は特に歩行で移動する未就学児と長時間

にわたって同じスペースで過ごすこともあり、追突

などによる怪我に注意する必要がある。今

エビデンス（根拠）に基づいた支援プログラムの実

行を強化していく。

行動観察についての標準化されたアセスメントシー

トやツールを今まで以上に活用することで、より根

拠に基づいた実効性のある支援を提供することで事

業所の強みを増やしたい。

ご家族様、相談員、学校、その他関連機関との連携

を重視し、積極的に情報共有を行うことで利用者様

に関係する機関が一体となって支援に当たる事がで

きるよう働きかけている。

学校や児童発達支援センター等の関係する他機関へ

実際に出向いて利用者様の支援状況を見学したり、

電話での情報収集を行い、なるべく統一された支援

方法が提供できるよう努めている。

利用者様だけでなく、保護者様とのコミュニケーシ

ョンも大切にしており、ご家族が困った時に寄り添

える関係作りを心掛けている。

・個別支援会議に適した職種が参加し、ご家族の不

安な気持ちや要望を聞き取る場を設けており、可能

な限り対応している。

・ご家族様が相談しやすいように日頃から積極的に

ご挨拶や声掛けを密に行い、関係作りに努めている

。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

集団・個別活動のバランスをとりながら一人ひとり

の利用者様に合った支援計画の立案と実行ができて

いる。

未就学児を含め幅広い年齢層と関わることでコミュ

ニケーションの幅が広がる。

・自閉症やe-

AT（電子情報支援技術）、音楽療法に関しコンサ

ルタントによる講義や実践研修などを行っており、

職員の専門知識や技術向上に努めている。

・研修制度が充実しており、発達支援における知識

、技術の向上ができる機会が設けられている。

○事業所名 ミルキーウェイキッズ

○保護者評価実施期間
R7　年　２月　１日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
R7　年　２月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R7　年　３月　１３日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


